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 自動車工場を行く

これまでの技術でクルマの安全性を高めようとすると、より硬くて厚い
鋼板を使用するため車体の重さやサイズが大きくなる。一方、走行時の
燃費を高めCO2排出量を減らすためには、車体を軽くしなければならない。
衝突安全性向上と環境負荷低減の両立という課題を同時にクリアするため、
強くて成形性に優れたハイテンと呼ばれる鉄が、車体材料に使われている。
その中でも世界で初めて1.2ギガパスカル級高成形性超ハイテンを採用
した日産自動車（株）とユニプレス（株）を訪ね、スチールを極めた先進の
クルマづくりの世界を紹介する。

クルマができるまで

スチールを極め、
夢をカタチに

ハ
イ
テ
ン
を
使
い
こ
な
す

ク
ル
マ
の
車
体
材
料
に
は
、
鉄
を
中
心
に
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
や
炭
素
繊
維
樹
脂（
カ
ー
ボ
ン
）と
い
っ
た
素
材
も

使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
日
産
自
動
車
は
鉄
を
使

い
こ
な
す
こ
と
で
、
車
体
軽
量
化
の
極
限
に
挑
戦
し

て
い
る
。
2
0
1
3
年
に
は
引
張
強
度
が
非
常
に
高

い
鋼
板「
1
・
2
ギ
ガ
パ
ス
カ
ル
級
高
成
形
性
超
ハ
イ

テ
ン
」を
、
世
界
で
初
め
て
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
Q
5
0

（
日
本
名
：
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）に
採
用
し
た
。
な
ぜ
こ
こ

ま
で
鉄
に
こ
だ
わ
る
の
か
。

「
鉄
は
プ
レ
ス
性
、
溶
接
性
、
塗
装
性
に
優
れ
、
大

量
生
産
に
適
し
た
使
い
勝
手
の
い
い
素
材
だ
か
ら
で
す
。

ハ
イ
テ
ン
を
使
え
ば
、
板
厚
を
薄
く
し
て
も
、
従
来

の
鋼
板
以
上
の
強
度
で
安
全
性
を
確
保
で
き
軽
量
化

も
図
れ
ま
す
。
強
度
が
高
い
ハ
イ
テ
ン
を
使
う
ほ
ど
、

車
体
を
軽
量
化
で
き
る
た
め
、
当
社
で
は
い
ち
早
く
、

よ
り
高
強
度
な
超
ハ
イ
テ
ン
を
使
い
こ
な
し
て
き
ま

し
た
」（
日
産
自
動
車
・
林
孝
雄
さ
ん
）

そ
れ
で
は
鋼
板
の
強
度
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
と
、
技
術
的
な
課
題
が
あ
っ
た
。
自
動

車
に
使
わ
れ
る
鋼
板
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
プ
レ
ス
成

形
さ
れ
る
が
、
ハ
イ
テ
ン
は
強
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
、

伸
び
に
く
く
な
り
、
プ
レ
ス
加
工
時
に
割
れ
が
発
生

す
る
な
ど
成
形
性
が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら

に
、プ
レ
ス
後
に
金
型
の
荷
重
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
き
、

ス
プ
リ
ン
グ
バ
ッ
ク
と
い
う
変
化
が
生
じ
、
望
む
形
状

を
維
持
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
自
動

車
の
骨
格
部
品
へ
の
適
用
は
9
8
0
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

級
ハ
イ
テ
ン
の
適
用
が
限
界
だ
っ
た
。

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
高
い
壁
を
、
今
回
、
新
日

鉄
住
金
の
材
料
と
、
日
産
自
動
車
、
ユ
ニ
プ
レ
ス
の
成

形
加
工
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
、
突
破
す
る
こ
と
に
成

© 日産自動車（株）スチールを極め、
夢をカタチに
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5ミクロン

組織写真

開発材：1.2ギガパスカル級高成形性超ハイテン材（代表例）従来材：1.2ギガパスカル級超ハイテン材

凡例 硬質相A 軟質相 硬質相B

5ミクロン

開発材：
1.2ギガパスカル級

高成形性
超ハイテン材の組織

組織写真

590
メガパスカル

440
メガ
パスカル

従来材

開発材

従来材

開発材
（高成形性材）

780
メガ
パスカル 980

メガ
パスカル

車体構造部材への
適用を可能とする延性延性

材料強度

優

劣

低 高
の大きさは台当たりの使用率イメージ

1.2
ギガ
パスカル

1.2
ギガパスカル

功
し
た
の
だ
。
万
一
の
衝
突
時
に
乗
っ
て
い
る
人
を
守

る
た
め
に
重
要
な
セ
ン
タ
ー
ピ
ラ
ー
や
サ
イ
ド
ル
ー
フ

に
、
強
度
と
成
形
性
を
同
時
に
向
上
し
た
1
・
2
ギ

ガ
パ
ス
カ
ル
級
高
成
形
性
超
ハ
イ
テ
ン
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
Q
5
0

で
は
、
従
来
比
11
キ
ロ
の
軽
量
化
を
果
た
し
た
。
日

産
自
動
車
は
今
後
、
超
ハ
イ
テ
ン
の
採
用
比
率
を
高

め
て
車
体
構
造
の
合
理
化
を
加
速
さ
せ
、
2
0
0
5

年
度
比
で
車
両
重
量
を
15
％
軽
量
化
す
る
計
画
だ
。

鋼板の常識を覆す高成形性超ハイテン
従来材を超える高強度と優れた成形性を同時に実現した

世界で初めて1.2ギガパスカル級高成形性超ハイテン（赤色の部分）が採用された自動車の骨格

夢を描く
車体軽量化に挑む

日産自動車（株）車体技術開発部 兼 材料技術部
主管  林 孝雄さん

材料組織をミクロン単位の極限まで微細化させることで、1.2ギガパスカル級高成形性超ハイテンを開発した

© 日産自動車（株）

夢を描く
車体軽量化に挑む
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
緻
密
な
鉄
づ
く
り

ハ
イ
テ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
用
鋼
板
が
、

ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ク
ル
マ
づ
く
り

の
源
流
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

新
日
鉄
住
金
は
、
鉄
鉱
石
か
ら
鉄
を
つ
く
り
、
さ

ら
に
高
品
質
な
自
動
車
用
鋼
板
を
つ
く
り
込
ん
で
い
る
。

始
ま
り
は
高
炉
だ
。
高
さ
1
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
大
き
な
高
炉
で
鉄
鉱
石
を
溶
か
し
て
鉄
分
を
取
り

出
し
次
の
工
程
に
運
ぶ
。

溶
け
た
鉄
は
炭
素
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
硬

く
て
も
ろ
い
。
こ
れ
を
ね
ば
り
の
あ
る
強
靭
な
鋼

は
が
ね

に
す

る
の
が
製
鋼
だ
。
製
鋼
工
場
で
は
炭
素
を
徹
底
的
に
減

巨大な高炉で鉄鉱石から銑鉄をつくる

鋼
はがね

を引き延ばす（圧延工程）

ハイテンはコイル状に巻き取られる

ら
し
、
さ
ら
に
不
純
物
を
取
り
除
く
。
こ
う
し
て
成
分

を
調
整
し
た
あ
と
、
今
度
は
圧
延
工
程
に
運
ば
れ
る
。

成
分
が
調
整
さ
れ
た
鋼
の
か
た
ま
り
は
熱
延
工
場

の
加
熱
炉
で
1
0
0
0
℃
以
上
に
熱
せ
ら
れ
、
圧
延

機
の
間
を
も
の
に
よ
っ
て
は
時
速
1
0
0
キ
ロ
以
上

の
速
さ
で
走
り
、
全
長
数
キ
ロ
、
厚
さ
1
・
2
〜
19

ミ
リ
程
度
ま
で
延
ば
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
と
き
板
幅

1
メ
ー
ト
ル
の
場
合
で
、
約
2
0
0
0
ト
ン
と
い
う

想
像
を
絶
す
る
力
が
加
わ
っ
て
い
る
。
非
常
に
長
く

伸
ば
さ
れ
た
鋼
板
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
な

形「
コ
イ
ル
」に
巻
き
取
ら
れ
た
あ
と
、
さ
ら
に
冷
延
工

場
で
表
面
を
酸
で
洗
い
、
常
温
で
よ
り
薄
く
、
美
し

く
均
一
に
延
ば
し
て
い
く
。

こ
の
圧
延
工
程
で
緻
密
な
温
度
管
理
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
強
く
て
加
工
し
や
す
い
ハ
イ
テ
ン
が
つ
く

り
込
ま
れ
る
。
1
・
2
ギ
ガ
パ
ス
カ
ル
級
高
成
形
性

超
ハ
イ
テ
ン
の
開
発
で
は
、
材
料
組
織
を
ミ
ク
ロ
ン

単
位
の
極
限
ま
で
微
細
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
材

を
超
え
る
高
強
度
と
優
れ
た
成
形
性
を
同
時
に
実
現

し
た
。

圧
延
後
、
鋼
板
表
面
に
め
っ
き
を
施
し
、
外
観
が
美

し
く
、
耐
食
性
に
優
れ
た
自
動
車
用
鋼
板
に
仕
上
げ

て
い
く
。
そ
し
て
鋼
板
の
表
面
キ
ズ
や
材
質
な
ど
の
検

査
を
経
て
品
質
保
証
し
た
上
で
出
荷
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
繊
細
な
も
の
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

薄
く
て
強
く
て
加
工
し
や
す
い
自
動
車
用
鋼
板
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
。

材料をつくる
強くて加工しやすい
鋼板をつくり込む

コイル状のハイテンを解いて、
ブランキング工程へ

材料をつくる
強くて加工しやすい
鋼板をつくり込む
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進
化
す
る
プ
レ
ス
加
工

ク
ル
マ
の
車
体
づ
く
り
は
、
製
鉄
所
で
つ
く
ら
れ

た
コ
イ
ル
状
の
自
動
車
用
鋼
板
を
加
工
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
適
切
な
サ
イ
ズ
に
切
断
し
、
型
に
投
入
し

て
プ
レ
ス
す
る
こ
と
で
、
屋
根
や
床
、
サ
イ
ド
部
分
な

ど
の
パ
ネ
ル
が
で
き
上
が
る
。
ハ
イ
テ
ン
材
の
プ
レ
ス

加
工
技
術
に
強
み
を
持
つ
ユ
ニ
プ
レ
ス
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
車
体
部
品
を
生
産
し
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
供

給
し
て
い
る
。
主
要
骨
格
部
品
の
う
ち
約
60
％
に
ハ

イ
テ
ン
を
使
用
し
て
お
り
、
ハ
イ
テ
ン
を
使
い
こ
な
す

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

「
1
・
2
ギ
ガ
パ
ス
カ
ル
級
高
成
形
性
超
ハ
イ
テ
ン

を
使
っ
た
部
品
の
開
発
で
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
バ
ッ
ク
を

防
止
す
る
た
め
に
、
最
適
な
製
品
設
計
・
金
型
設
計

を
追
求
し
ま
し
た
。
ま
た
超
ハ
イ
テ
ン
に

最
適
な
溶
接
条
件
を
見
極
め
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
組
立
技

術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
」（
ユ
ニ
プ
レ
ス

技
術
研
究
所
・
薩
川
勲
さ
ん
）

「
超
ハ
イ
テ
ン
の
プ
レ
ス
生
産
で
は
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

工
程
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
工
程
で
の
金
型
の
管
理
が

重
要
で
す
。
量
産
し
て
初
め
て
発
生
す
る
不
具
合
も

あ
り
、
金
型
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
周
期
や
保
全
計
画
の

見
極
め
を
行
う
こ
と
で
、
品
質
を
維
持
す
る
仕
組
み

に
落
と
し
込
み
、
1
0
0
%
の
品
質
確
保
、
生
産
性

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
善
内
容

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
次
期
車
の
金
型

に
活
か
せ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
」

（
ユ
ニ
プ
レ
ス
・
熊
谷
伸
一
さ
ん
）

ブランキング工程でせん断加工する製品サイズに合わせて高速で打ち抜く

構成部品をアッセンブリーする

複数の金型をセットした
大型トランスファープレスで
連続加工される製品

完成したセンターピラーインナー

センターピラーのプレス加工

部品に加工する
材料を使いこなす技術を確立

（株）ユニプレス技術研究所
車体技術開発センター
主管  薩川 勲さん

ユニプレス（株）
栃木工場

小山圧造課長  熊谷 伸一さん

トランスファープレス

ブランキングプレス

© ユニプレス（株）
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注
文
の
順
番
ど
お
り
に
生
産

さ
あ
、
い
よ
い
よ
ハ
イ
テ
ン
で
つ
く
ら
れ
た
部
品
が
、

自
動
車
工
場
で
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
、
1
台
の

ク
ル
マ
に
な
っ
て
い
く
の
か
を
紹
介
し
よ
う
。

日
産
自
動
車
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
工
場
、
販

売
ま
で
を
同
期
し
た
生
産
方
式
で
、
高
品
質
な
ク
ル

マ
を
お
客
様
に
約
束
し
た
期
日
に
納
品
す
る
仕
組
み

を
築
い
て
い
る
。
ま
ず
注
文
さ
れ
た
ク
ル
マ
の
車
種
や

色
、
グ
レ
ー
ド
、
オ
プ
シ
ョ
ン
、
納
期
な
ど
の
情
報

を
も
と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
生
産
計
画
を
作
成
す
る
。

生
産
計
画
は
部
品
メ
ー
カ
ー
、
生
産
工
場
、
物
流
会
社
、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
向
け
て
一
斉
に
送
信
さ
れ
、
注

文
に
合
わ
せ
て
順
序
ど
お
り
生
産
し
て
い
く
。

部
品
メ
ー
カ
ー
で
は
順
序
と
時
間
が
決
ま
っ
た
生
産

計
画
に
基
づ
い
て
、
部
品
を
つ
く
り
、
自
動
車
工
場
で

の
車
両
組
み
立
て
時
間
に
合
わ
せ
て
納
品
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
複
雑
で
大
き
い
部
品
は
車
両

完
成
日
の
4
日
前
か
ら
、
車
体
の
プ
レ
ス
部
品
は
2
日

前
に
数
量
分
の
み
つ
く
ら
れ
、工
場
ラ
イ
ン
に
納
品
す
る
。

自
動
車
工
場
で
は
ま
ず
骨
格
と
な
る
車
体
を
つ
く
る
。

車
種
に
合
わ
せ
て
ハ
イ
テ
ン
で
つ
く
ら
れ
た
プ
レ
ス
部

品
が
ロ
ボ
ッ
ト
で
自
在
に
溶
接
さ
れ
る
。
そ
し
て
塗
装

を
経
て
車
体
は
組
み
立
て
ラ
イ
ン
へ
送
ら
れ
る
。
計

画
通
り
納
品
さ
れ
た
部
品
は
、
作
業
指
示
に
従
っ
て

1
台
分
ず
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
時
間
ど
お
り
に
組
み

立
て
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
生
産
方
式
に
よ
り
1
台
1
台

異
な
る
車
種
の
組
み
立
て
が
効
率
化
さ
れ
、
生
産
性

が
大
幅
に
向
上
し
た
。

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
ク
ル
マ
は
、
車
両
性
能
検

査
を
終
え
て
完
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
経
て

お
客
様
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

シャープに美しく加工されたサイドパネルロボットで車体を塗装する

プレス加工されたパネルを溶接ロボットでつなぎ合わせる

溶接・塗装

形にする
美しい車体を生み出す

プレス
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「
1
・
2
ギ
ガ
パ
ス
カ
ル
級
高
成
形
性
超
ハ
イ
テ
ン

の
採
用
は
、
ま
だ
序
章
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ

や
中
国
、
メ
キ
シ
コ
、
欧
州
な
ど
の
海
外
工
場
で
も
、

国
内
と
同
じ
高
品
質
な
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

な
グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
ン
ボ
デ
ィ
の
ク
ル
マ
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
良
さ
や
高
品
質
感

は
ボ
デ
ィ
骨
格
で
決
ま
り
ま
す
。
カ
ッ
コ
い
い
ク
ル
マ

に
乗
る
楽
し
さ
を
ハ
イ
テ
ン
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
力

で
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
日
産
自
動
車
・

林
さ
ん
）

エンジン部品を取り付ける

工場内のテストコースで検査走行する

数千種類もの部品を取り付けていく

完成車が出荷されていく

検 査 組 立

エンジン部品を取り付けるインフィニティQ50（日本名：スカイライン） 

組み立てライン上で内装部品を取り付けていく

出 荷

p18-19の自動車組立ライン、検査、出荷の写真は日産自動車（株）提供

© 日産自動車（株）
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